
広島サンプラザ� 2016年７月４日第 906回
会長時間

会わなければ始まらない !
『Face to Face !』

会長　髙尾　昌二
　いよいよ、広島廿日市ＲＣは22
年目に入りました。
　そして、本日が、私が会長に就
任して初めての例会でございます。
　皆様、改めて、これから１年間
どうぞよろしくお願いいたします。
　今年度の会長テーマは、会わな
ければ始まらない！『Face to Face!』です。
　今年度、例会の出席は勿論、奉仕活動・親睦事業の
全てにおいて会員同士が「会う」機会を出来るだけ増
やしコミュニケーション・交流の充実に重点を置いて
まいりたいと思います。
　また、新年度スタートにあたり、各担当の理事役員
の皆様には、クラブの活性化と適切な運営に向けた
様々な施策を考えていただきありがとうございます。
　今月から、正に、ＲＣの会長任期がスタートしたと
いうわけですが、自分自身が経験不足であることは勿
論のこと、本当に１年間会長としてお役に立てるのだ
ろうかととても不安な気持ちになりました。
　そういう時には、私は本屋に行くことにしていまし
て、本屋の店内を歩き直感的に目に飛び込んできた本
を買って救いを求めることにしています。
　この度、目に飛び込んできた本は『ラグビー日本代
表を変えた「心の鍛え方」』という本を読みました。
　この著者は、荒木香織さんという方で、2012年～
2015年ラグビー日本代表のメンタルコーチを務めた方
です。
　あの五郎丸選手の「ルーティン」を一緒に考えた方
だそうです。
　非常に薄い本でしたので、すぐに読めたのですが、
あの五郎丸選手のポーズは、げんかつぎでもおまじな
いでもなく、簡単にいうと、試合中、あの独特のポー
ズを始めたら、キックが終わるまでの間、回りの観客
の声援も、気温の高い低いも、相手チームとの点差も、
プレッシャーも全てが頭から消えて・・・ポーズを始
めると、気付いたら８歩進んで蹴り終えている・・・
という状態になるらしいです。
　その他に、プレッシャー・・・ストレスがかかった
時の対処の仕方についても書かれていました。
　たとえば、自分が車を運転していて、後ろからいき
なりクラクションを鳴らされたとして、バックミラー
を見たら、サングラスをかけた怖そうな男の人が睨み

つけていたとしたら、ドキッとしてストレスとなり、
それは「脅威」となります。しかし、やさしげに、「も
うすこし車を左に寄せてください。」というような仕
草をされると、それは、もっと車を左に寄せることが
できるだろうか、よしやってみようという「挑戦」に
なるというのです。
　ラグビー日本代表のエディーヘッドコーチは選手達
に厳しい言葉を発するそうですが、それを「脅威」で
はなく「挑戦」ととらえることができた選手が代表入
りを果たしたそうです。
　この著者は、ストレスを「挑戦」と受け止めること
により、注意・集中力が高まり、やる気も高まり、勇
気も出ると言っていました。
　私も、たった今この一年を「脅威」の一年ではなく、

「挑戦」の一年しようと決意をしたところでございます。
　これから、一年間、皆様にもいろいろなお願いをさ
せていただき、一緒に挑戦をしていただきたいと思い
ます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

連続出席祝

ホームクラブ100％出席祝

卓　話

理事役員就任挨拶
会長エレクト・副会長　松野　正信

　髙尾会長は46歳で当クラブ最年少の会長です。司法
書士会の会長もされており、大変お忙しい１年となり
ます。全会員と一緒になって協力して会長を支えてい
きたいと思います。
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理事役員就任挨拶
財団委員長　河内　正晴

　財団委員長の河内でございます。
　22年間に何回目の委員長か……。再度担当させてい
ただきます。
　今年はロータリー財団創立100周年です。
　R1財団も記念行事が行われる予定ですが、当クラ
ブも特別のイベント、新プロジェットの発足実行した
いと考えておりますので全会員の皆様の更なるご協力
宜しくお願い致します。

会員組織常任理事　吉野　篤敬　会員
クラブ管理運営常任理事　下向　繁美　会員

広報常任理事　清水　理也　会員
奉仕プロジェクト常任理事　渡邊　英晶　会員

S.A.A.委員長　山根　達則　会員
会計委員長　松浦　光男　会員
副幹事　川口　哲司　会員
副幹事　二村　一弘　会員
幹事　松本　　猛　会員

広島サンプラザ 2016年７月11日第 907回
会長時間

理事会報告
副会長　松野　正信

結婚祝

卓　話

決算予算報告
新旧会計委員長　松浦　光男　会員

広島サンプラザ� 2016年７月25日第 908回
会長時間

会長　髙尾　昌二

卓　話

陣幕久五郎と相撲甚句
尾道陣幕久五郎会

副会長　松本　勝彦　様

　貴クラブ例会開催にあたりま
しては貴重な時間をいただきあ
りがとうございました。あらた
めてお礼を申し述べます。
　幕末に活躍した横綱が尾道に
ゆかりがあることや相撲甚句の
楽しさをより多くの皆様に知っ
ていただけたら大変幸いです。
１　陣幕久五郎
　陣幕久五郎は1829年出雲の国の生まれ。若くして力
士を目指し、1847年19歳のとき尾道の土地相撲の力士
初汐久五郎の弟子となり大坂相撲を経て後に第12代の
横綱になりました。陣幕は現役の間に一度も「待った」
をしたことがなく、筋肉質で幕末随一の強豪力士だっ
たと言われています。信仰心が厚く、全国の神社仏閣
に碑を寄進したことでも知られていて、「建碑狂」と
さえ言われました。なかでも有名なのが東京深川富岡
八幡宮に現存する「横綱力士碑」です。陣幕は1903年・
明治36年、74歳で没し尾道市の光明寺には特徴だった
白髭が納められています。光明寺の墓碑の傍らには相
撲道の極意を詠んだ陣幕の句碑が立っています。

「受けながら　風の押手を　柳かな」
　「尾道陣幕久五郎会」は尾道市制100周年記念行事と
して1998年・平成10年に大相撲尾道場所が開催された
のを機に発足しました。
２　相撲甚句
　相撲甚句は江戸享保の頃から唄われました。大相撲
地方巡業の際、各地の七七七五調の民謡を相撲独特の
同じ節回しで楽器を使わず「はやし方」の「アードス
コイドスコイ」や「ハイ」「ホイ」の掛け声で唄うも
のです。地方巡業では力士５、６人が土俵上で輪にな
りそのうちの一人が真ん中に立って唄います。「当地
興行」という題名の甚句は巡業を終え当地を去る力士
たちが締めくくりのお別れの挨拶をする哀感のこもっ
た唄で名曲中の名曲と言われています。
　本日はせっかくの機会ですのでこの「当地興行」を
はじめ代表的な唄をご披露させていただきます。

THE  ROTARY  CLUB  OF  HIROSHIMA  HATSUKAICHI2

　2016年７・８月号



広島サンプラザ 2016年８月１日第 909回
会長時間

会長　髙尾　昌二

卓　話

「会員増強月間に因んで」
会員組織常任副委員長
　有田　伸治　会員

「ポケモンGoの社会現象と経済効果」
　松本　　猛　会員

ゾーナイタリア� 2016年８月５日第 910回

家族同伴夜間例会

広島サンプラザ 2016年８月22日第 911回
会長時間

理事会報告
副会長　松野　正信

結婚祝

卓　話

「基隆市教育視察で学んだこと」
廿日市市教育長　奥　　典道　様

　平成28年７月20日から22日、
基隆市を訪問し教育講演を行う
とともに教育施設を視察する貴
重な機会を得ました。
　基隆市は、人口約37万人、面
積約132㎢（廿日市市489㎢）で
す。台湾で２番目の貨物取扱量
を誇る基隆港を抱える重要拠点です。

教育精緻化セミナーでの講演
　このセミナーは基隆市が校長、教員、大学関係者等
を対象として少子化の問題に伴う教育の精密化、教育
の国際化、質の向上を目指して行われたものです。
　私は、講演において、廿日市市の自然、文化、観光、
特産物等を紹介するとともに、市内学校の授業改革、
小中一貫教育、職場体験学習、学校支援地域本部事業、
つながり支援プロジェクト、組織的な学校づくりなど
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について話をしました。講演会の参加者は、特に、教
員の勤務時間、不登校、スクールソーシャルワーカー、
協働学習などに関心を示していました。また、少子化
問題は共通課題であり、それに伴う教育の質の改善は
喫緊のテーマであると受け止めました。
中正圀民中学の訪問
　学校で重視している「民俗技芸」を観ました。
　表情豊かに、終始笑顔で難しい演技を行う姿に圧倒
されました。縄跳びのスピードの速さ、こま回しのス
リリングなプレイに拍手喝采です。
　応援者の大きな声援も素晴らしく、伝統芸術を継承
発展させようとする熱意を強く感じました。

　吹奏楽部の演奏も聴きました。日本になじみのある
曲を用意するなどその心遣いにも感動しました。迫力
ある演奏であったことや男子部員が多いと感じたこと
などをコメントしましたが、生徒はうなずきながら聞
いており素直で優しい生徒たちであると実感しまし
た。
　「閲讀教育」というらしいが、読書に力を入れてい
るとのこと。ゆったりとした空間づくりや蔵書の配列
にも工夫が見られました。
　校長や主任の先生と話す機会がありましたが、校長
の悩みは、「先生方も多様な個性を有しており、一人
一人の考えを聞き学校経営を行うこと」と話しておら
れました。どの国においても職員との対話を重視した
組織力のアップが重要なテーマであることは間違いな
いと感じたところです。
　PTAの方々との懇親の場もありました。男性ばか
りでしたが、子どもたちのためなら何でも学校に協力
するとのこと。子どもや学校のことを笑顔で話してい
ましたがここにも台湾のよき姿を見ました。

海洋博物館の見学
　海の環境を保全することに大変に意欲的であると感
じました。海洋国であるというだけでなく世界規模で
の環境の保全に力を注ごうとしているようです。特に、
子どもたちにとって、体験的に環境学習を行うことが
できる施設であり、夏休み期間中のため、多くの見学
者がいたことにも注目しました。

親日を実感
　学校を訪問した際にも、また、関係者からお話を
伺った際にも日本に対して極めて好意的・友好的であ
ることを実感しました。また、日本を訪問しもっとそ
の良さに触れたいと声も多く聞きました。これを機に
台日の交流が深まることを願っています。そして、国
際比較においても高いレベルにある台湾の教育につい
てもっと知りたいと感じた次第です。

活動報告

水保全活動　御手洗川清掃
2016年８月７日
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